　　　　　　　　　　


【表】１年間の自己負担限度額


�
後期高齢者


医療保険


＋


介護保険�
被用者保険または国民健康保険


＋


介護保険（70～74歳の方がいる世帯）�
被用者保険または国民健康保険


＋


介護保険（70歳未満の方がいる世帯）�
�
現役並み所得者（上位所得者）�
６７万円�
６７万円�
１２６万円�
�
一 般�
５６万円�
５６万円�
６７万円�
�
低所得者�
Ⅱ�
３１万円�
３１万円�
３４万円�
�
�
Ⅰ�
１９万円�
１９万円�
�
�
1年間とは毎年８月～翌年７月の合計をいいます。





高額医療・高額介護合算療養費制度のお知らせ





高額医療・高額介護合算療養費制度とは、医療保険及び介護保険の両サービスの利用金額（高額療養費と高額介護サービス費を差し引いた額）を合算した自己負担額（年間）が、定められた年間限度額を超えた場合、その超過分が支給される制度です。


　申請すると、医療保険から「高額介護合算療養費」が、介護保険から「高額医療合算介護サービス費」がそれぞれ支給されます。


　※基準日（平成２４年７月３１日）時点で加入する医療保険によって、申請窓口、方法が違います。





【上郡町国民健康保険、後期高齢者医療制度の場合】


支給の対象となる方には申請の案内を送付します。





【その他の医療保険の場合】


申請先は、加入する医療保険者になります。申請には介護保険のサービスをいくら負担したかという「自己負担額証明書」が必要です。





　○お問合わせ


役場保険課　　℡５２・１１５２








合算の範囲


　基準日（平成２４年７月３１日）時点で加入している医療保険の世帯単位で、計算期間中に医療と介護の両方を負担した場合に合算します。


　なお、入院・入所の際の食事代や部屋代・差額ベッド代などは対象になりません。


また、高額療養費、高額介護サービス費として支給された金額は合算されません。


医療か介護、一方の負担がない場合は、該当しません。








